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午
餐
会

・�

２
０
１
８
年
２
月

12
日
（
休
日
）
学

士
会
館

・�

第
１
部�

碑
前
祭

参
加
者
１
２
５
名

・�

第
２
部�

特
別
企

画
の
縁
日
広
場
は

休
日
対
応
の
地
元

密
着
企
画
で
地
元

住
民
２
０
１
名
が
参
加
し
大
盛

況
。

・�

第
３
部�

午
餐
会
参
加
者
１
０
６

名
❸
特
別
協
力
会
員
の
集
い

・�

11
月
22
日
（
水
）
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

・
松
岡
学
長V

ISIO
N
2025

の
講
演

・�

世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
の
学
生

代
表
か
ら
特
別
ア
ピ
ー
ル

・
参
加
者�

72
名

❹
第
３
回
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

昨
年
雨
天
の
た
め
２
０
１
８
年
４

月
10
日
（
火
）
に
順
延
さ
れ
、
太

平
洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス
で
開

催
。
66
名
が
参
加
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
】

特
別
協
力
会
員
と
の
合
同
企
画
と
し

て
年
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
（
現
役
世
代
）

と
特
別
協
力
会
員
の
交
流
を
計
画

❶
７
月
24
日
（
月
）�

特
別
講
演
会

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告

　

２
０
１
７
年
度
は
東
京
校
友
会

１
２
０
周
年
に
当
た
り
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
行
。
ま
た
決
算
時
期
変

更
に
伴
い
２
０
１
７
年
１
月
か
ら

２
０
１
８
年
３
月
ま
で
15
ヶ
月
の
変

則
決
算
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
関
係

で
一
部
内
容
が
重
複
す
る
箇
所
が
あ

る
こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

【
４
大
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
】

❶�

第
19
回
同
志
社
東
京
春
の
集
い
は

１
２
０
周
年
行
事
の
核
と
し
て
実

施
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
。

・
２
０
１
７
年
５
月
14
日
（
日
）

　

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

・�

テ
ー
マ
『
み
ん
な
に
あ
り
が
と
う�

未
来�

一
歩
前
へ
』

・
参
加
者
６
８
０
名
、
来
賓
30
名

・�

当
番
年
次
：
１
９
７
３
年
、
83
年
、

93
年
、
２
０
０
３
年
卒

❷�

生
誕
の
地
碑
前
祭
・
特
別
企
画
・

携
・�

現
役
学
生
団
体
へ
の
祝
金

�

ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
23
部
、
ラ
グ

ビ
ー
ベ
ス
ト
４
、
よ
さ
こ
い
サ
ー

ク
ル
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
登
録
団
体
へ
の
祝
金

34
、
36
～
42
、
52
年
の
年
次
会

歩
こ
う
会
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
料
飲
同
志

社
会

❺
年
次
会
拡
充
推
進

・
59
年
会
の
発
足
：
11
月
８
日
（
水
）

「
春
の
集
い
実
行
委
員
会
」
で
活
躍
。

・
平
成
６
年
会
発
足

【
会
員
数
の
報
告
】

結
果
と
し
て
、
通
常
会
員
１
４
６
７

名
、
特
別
協
力
会
員
１
３
３
名
、
合

計
１
６
０
０
名
（
前
年
比
＋
43
名
）

【
学
校
へ
の
協
力
と
支
援
活
動
】

❶
東
京
校
友
会
奨
学
金
を
新
設

・
２
０
１
７
年
は
３
名
に
支
給

・�「
春
の
集
い
」
で
募
金
活
動

（
募
金
バ
ザ
ー
ル
、
募
金
箱
、
同

志
社
ク
ッ
キ
ー
売
上
差
額
の
合
計

2017年度活  動報告・会計報告

児玉正之会長

横山徹代表幹事

2018年度定時総会･評議員会レポート①
６月 28 日（木）、東京サテ
ライト・キャンパスにおいて、
東 京 校 友 会 の「2018 年 度
第 1 回評議員会 ･定時総会」
が開催されました。

講
師
：
小
西
一
有
氏
参
加
者
64
名

❷�

２
月
22
日
（
木
）�

大
谷
前
総
長
の

特
別
講
演
会
参
加
者
69
名
（
立
教

経
済
人
ク
ラ
ブ
６
名
特
別
参
加
）

❸�

洛
紫
会
継
続
推
進
（
50
歳
以
下
）

講
師
：
上
田�

祐
司
氏
、
参
加
者

52
名

❹
東
京
校
友
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行

印
刷
部
数�

２
千
部
、
愛
称
「
レ

ン
ガ
」
と
し
て
有
意
義
に
活
用

【
会
員
増
強
（
財
務
強
化
）】

❶
通
常
会
員
増
強
策

・
新
規
入
会
会
員
「
春
の
集
い
」

73
名
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
３
名

・
会
員
証
発
行
：
会
員
№
を
つ
け
て

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
配
布
、
特
典

拡
大
中
、
併
せ
て
Ｈ
Ｐ
・
Ｆ
Ｂ
で

情
報
発
信
力
を
高
め
る
。

❷
特
別
協
力
会
員
増
強
策

・
日
経
テ
レ
コ
ン
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

　

新
規
候
補
者
２
４
１
名
に
発
送

・�

常
任
幹
事
人
脈
と
ビ
ジ
ネ
ス
企
画

で
新
規
入
会
21
名
確
保

・�

新
紹
介
カ
ー
ド
の
作
成
・

活
用

・
特
製
エ
ン
ブ
レ
ム
の
発
行

・�

東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
特
別

協
力
会
員
45
人
の
自
己
紹

介
を
掲
載

❸�
企
業
内
同
志
社
会
：
成
果

少
な
し

❹�

登
録
団
体
と
の
協
力
と
連
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定
例
化
、
予
定
通
り
推
進

❹�

名
簿
維
持
管
理
：
更
な
る
会
員
増

加
へ
の
対
応
：
維
持
管
理
の
現
状

維
持
は
堅
持

❺�

金
銭
出
納
お
よ
び
経
理
業
務
：

ル
ー
ル
の
徹
底
と
業
務
の
明
確
化

新
体
制
も
順
調
に
機
能

❻�

備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
充

実
化
：
順
調
に
推
移

文
責
／
横
山�

徹（
71
年
・
工
）

「
い
い
ね
！
」
１
６
８
７
人
を
獲
得

❹�

広
告
掲
載
：
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
３

社
、Ｈ
Ｐ
６
社（
４
月
よ
り
７
社
）、

新
規
獲
得�

Ｈ
Ｐ
２
社

【
事
務
局
活
動
】

❶�

渉
外
活
動
の
展
開
：
事
務
局
間
の

連
携
強
化
：
計
画
通
り
推
進

❷�

関
係
者
と
の
日
常
連
絡
／
諸
問
題

の
対
応
：
予
定
通
り

❸�

事
務
局
決
議
の
執
行
補
佐
：
業
務
の

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
多
数
参
加

【
広
報
活
動
】

❶
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル

・�

編
集
委
員
を
５
名
補
充
し
て
取
材

編
集
体
制
を
強
化

・
新
連
載
「
首
都
圏
・
校
友
の
店
」

❷�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
制
作
運
営
会
社

が
変
わ
り
、
契
約
見
直
し
は
中
止

❸�

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
毎
日
２

つ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
信

募
金
額
２
８
４
，
４
０
０
円
）

❷
同
志
社
大
学
行
事
へ
の
協
力

・�「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
に
呼
応

し
て
、
大
学
行
事
参
加
・
協
力

仙
台
５
名
、
高
梁
６
名
参
加

・�「
春
の
集
い
」
で
の
会
員
拡
大
活

性
化
支
援

・�

生
誕
の
地
碑
前
祭
へ
の
協
力
で
地

域
交
流
活
性
化
支
援

・
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
２
回
開
催

2017年度活  動報告・会計報告
第 1 回評議員会 ･ 定時総会

＜収入の部＞ 　　単位：円
科目 １7 年度実績 備考

前期繰越金 1,272,188 
校友による募金① 105,000 年次会等
校友による募金② 254,506 春の集い
クッキー販売による募金 188,340 @228*405 個 + 同志社生協 @100*960 個
同志社グルメ本販売による募金 14,800 
東京校友会 120 周年記念事業 2,400,000
合計 4,234,834
＜支出の部＞
科目 １7 年度実績 備考
同志社東京校友会奨学金 900,000 
熊本地震同志社ゆかりの地基金 173,342
合計 1,073,342
＜収支の部＞
次期繰越金 3,161,492

単位：円
（資産） （2015/12/31）（2016/12/31） （2018/3/31） （対’17年増減）
現金 11,964 103,320 147,809 44,489
普通預金：みずほ銀行（渋谷中央） 1,253,099 1,059,182 775,928 -283,254
普通預金：みずほ銀行（銀座） 2,766,177 3,211,557 5,051,248 1,839,691
定期預金：みずほ銀行（渋谷中央） 10,000,000 10,000,000 10,000,000 0
郵便貯金 2,238,894 2,239,142 2,239,162 20
郵便振替残高 8,318,327 9,449,705 5,986,455 -3,463,250
計 24,588,461 26,062,906 24,200,602 -1,862,304
普通預金：みずほ銀行（京橋） 0 1,272,188 2,650,935 1,378,747
資産合計 24,588,461 27,335,094 26,851,537 -483,557

（負債）　　　　なし

２． 2017年度特別会計収支報告書（同志社東京校友会奨学金募金勘定）

3. 財産目録（2018年3月31日現在）

2017年度会計報告書
＜収入の部＞ 　　単位：円

科目 2017年度予算 2017年度実績 差異 備考（15ヶ月）A （15ヶ月）B （15ヶ月）C
前期繰越金 26,062,906 26,062,906 C=B-A 

　　（事業収入） 10,192,000 12,684,944 2,492,944 
2017 春の集い参加費 5,380,000 5,574,000 194,000 予算 700 名⇒実績 680 名
2018 春の集い参加費 1,259,000 1,259,000 
春の集い広告収入 3,500,000 4,080,000 580,000 
特別協力会員の集い参加費 800,000 635,000 -165,000 予算 80 名⇒ 72 名参加
碑前祭（午餐会）参加費 512,000 598,300 86,300 予算 80 名⇒ 2017＝74 名、2018＝106 名
その他の集い参加費 0 ＊その他行事・懇親会等の参加費を想定
物品等販売収入（雑収入より分離） 538,644 538,644 同志社クッキー等
　　（広報収入） 2,550,000 2,290,000 -260,000 
東京ジャーナル広告収入 2,500,000 2,200,000 -300,000 予算 5 社 x5 回⇒ 5 回 x3 社 +4 回 x1 社 +3 回 x1 社
ホームページ広告収入 50,000 90,000 40,000 3/ 末現在 6 社
　　( 基礎収入 ) 9,460,000 9,495,882 35,882 
通常会員年会費 5,650,000 5,015,003 -634,997 予算 1550 口 +100 万⇒ 3/14 現在 1673 口
特別協力会員年会費 3,000,000 2,860,000 -140,000 予算 150 口⇒ 3/14 現在 132 口
校友会支部助成金 800,000 1,542,292 742,292 経費支援・地域交流・会員拡大・生誕の地碑
雑収入 9,000 77,692 68,692 特別講演会の残金等
受取利息等 1,000 895 -105 預金利息
収入合計 22,202,000 24,470,826 2,268,826
＜支出の部＞ C=A-B
科目 2017 年度予算 2017 年度実績 差異 備考
　　（事業費用） 10,592,000 11,594,867 -1,002,867 
2017 春の集い催事費 8,880,000 9,306,768 -426,768 収支実績：+347 千円
2018 春の集い催事費 91,920 -91,920 
特別協力会員の集い催事費 800,000 494,338 305,662 収支実績：+140 千円
碑前祭（午餐会）催事費 512,000 607,656 -95,656 2017 ＝ 263 千円、2018 ＝ 345 千円
碑前祭（文化行事）催事費 400,000 556,621 -156,621 2017 ＝ 268 千円、2018 ＝ 286 千円
その他の集い催事費 0 ＊その他行事・懇親会等の催事費を想定
物品等仕入支払（雑費より分離） 537,564 -537,564 同志社クッキー等
　　（広報費用） 2,700,000 2,471,776 228,224 
東京ジャーナル発行配布費 2,250,000 2,125,732 124,268 5 回発行
ホームページ維持管理費 450,000 346,044 103,956 
　　（政策経費） 2,100,000 1,628,751 471,249 
特別協力会員維持開拓費 450,000 409,590 40,410 エンブレム、特別講演会、日経テレコㇺ、募集文書他
年次会等諸団体会員開拓費 550,000 472,661 77,339 会員証、総会祝金、H5/S59 発足会
同志社大学現役諸団体交流費 375,000 300,000 75,000 ラグビー、スポーツユニオン総会、よさこい / グリー C
現役世代会員開拓費 280,000 37,500 242,500 デジタルビジネス研究会、洛紫会
春の集い新人参加費 320,000 328,000 -8,000 （無料招待）予算 40 名⇒実績 41 名
地域交流活性化費 125,000 81,000 44,000 錦 3 町会、神田祭等
　　（事務経費） 4,660,000 4,027,046 632,954 
通信費 500,000 478,371 21,629 
事務用品費 • 備品費 500,000 360,645 139,355 
会議費 750,000 674,775 75,225 
支部総会祝金（交際費） 240,000 100,136 139,864 
業務委託費 560,000 494,950 65,050 会計事務所、名簿管理等業務委託
労務費（感謝金） 900,000 828,000 72,000 事務所当番感謝金
交通費 700,000 649,860 50,140 
家賃付帯経費 110,000 81,000 29,000 賃借オフィス家賃
雑費 50,000 13,840 36,160 
振込・手数料 350,000 345,469 4,531 
　　（人材派遣費） 1,750,000 1,976,508 -226,508 事務スタッフ
　　（予備費） 400,000 52,000 348,000 立教経済人クラブ行事参加費
小計 22,202,000 21,750,948 451,052 
特別支出（120 周年記念事業準備費） 4,950,000 5,092,739 -142,739 生誕の地碑周辺整備 + パンフレット、東京校友会リーフ

レット、120 周年記念イベント 91、奨学金口座支出合計 27,152,000 26,843,687 308,313
＜支出の部＞
収入合計　-　支出合計 -4,950,000 -2,372,861 -2,577,139 
次期繰越金 21,112,906 23,690,045 

1. 収支予算（実績）
（2017/1/1 ～ 2018/3/31）
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❸
特
別
協
力
会
員
の
集
い

・
11
月
13
日
（
火
）

・
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス

❹
第
４
回
大
会
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

・
２
０
１
８
年
10
月
17
日
（
水
）

・
太
平
洋
ク
ラ
ブ
市
原
コ
ー
ス

【
新
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
】

❶
７
月
18
日
（
水
）
18
：
30
～

特
別
講
演
会�

デ
ジ
タ
ル
社
会
研

究
会�

井
上
浩
毅
氏

❷
９
月
12
日
（
水
）
18
：
30
～

特
別
講
演
会�

赤
神�

諒
氏
（
94
・

文
、
作
家
、
上
智
大
学
教
授
）

❸
２
０
１
９
年
２
月
下
旬

特
別
講
演
会�

講
師
調
整
中

・
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス

【
会
員
増
強
策
（
財
務
強
化
）】

❶
通
常
会
員
増
強
策
の
要
と
し
て

・「
春
の
集
い
」
で
の
若
年
層
獲
得

・
新
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
を
通
じ
て
活
動

・�
年
次
会
・
諸
団
体
代
表
者
・
評
議

員
へ
の
協
力
要
請

・
企
業
内
同
志
社
会
の
推
進
と
Ｐ
Ｒ

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
で
情
報
発
信

力
強
化

❷
特
別
協
力
会
員
増
強
策

・�

例
年
通
り
、
日
経
テ
レ
コ
ン
で
新

規
候
補
者
の
抽
出
・
獲
得

・�

特
別
協
力
会
員
を
通
じ
、
新
会
員

の
勧
誘

・
常
任
幹
事
人
脈
活
用

自
の
募
金
活
動
体
制
で
推
進

・
大
学
の
推
進
方
針
に
対
し
、
支
援

・�

本
部
・
大
学
名
簿
整
理
へ
の
協
力

（
同
志
社
カ
ー
ド
入
会
促
進
な
ど
）

・
大
学
主
催
行
事
へ
の
協
力

（
浜
松
・
広
島
フ
ェ
ア
）

・
東
京
校
友
会
広
報
機
能
を
活
用

❷
東
京
校
友
会
奨
学
金
制
度
実
施

・�

昨
年
９
月
支
給
開
始
（
関
東
甲
信

出
身
学
生
２
回
生
・
３
回
生
、
４

名
、
１
人
年
30
万
円
）

・
春
の
集
い
、
年
次
会
総
会
な
ど

校
友
会
の
諸
行
事
で
募
金
活
動

・
同
志
社
ク
ッ
キ
ー
販
売
差
益
寄
付

❸
大
学
現
役
諸
団
体
へ
の
支
援

・�

例
年
通
り
、
文
化
団
体
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
関
東
地
区
実
施
の
諸
団

体
行
事
（
試
合
等
）
で
、
諸
団
体

か
ら
要
請
で
、
積
極
的
に
支
援

・
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
Ｈ
Ｐ
の
広
報

新任の渡邉康嗣常任幹事（左・1976年・商）と
宮原千佳子常任幹事（右・1973年女子大）

・
入
会
勧
誘
ツ
ー
ル
の
活
用

・�

新
入
会
員
紹
介
カ
ー
ド
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
活
用

・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
参
加
者
入
会
促
進

❸
登
録
団
体
と
の
協
力
・
連
携

・�

文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン

ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
名
簿

を
活
用
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

す
る
。

・
Ｈ
Ｐ
・
Ｆ
Ｂ
で
Ｐ
Ｒ
活
動

・
会
員
に
情
報
提
供
実
施

・�

具
体
的
な
提
携
、
協
力
は
、
団
体

の
現
況
を
踏
ま
え
、内
容
を
協
議
。

❹
年
次
会
拡
充
推
進

・
各
イ
ベ
ン
ト
、
Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
活
用

・�「
春
の
集
い
」
実
行
委
員
会
体
制

強
化
策
と
し
て

・�

来
年
度
は
、
50
年
会
、
60
年
会
、

Ｈ
７
年
会
、
Ｈ
17
年
会

❺
新
卒
者
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

・「
春
の
集
い
」
へ
の
無
料
招
待

・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
で
、
入
会
促
進
。

【
会
員
推
移
】

・�

通
常
会
員
１
５
０
０
名
、
特
別
協

力
会
員
１
４
０
名
で
会
員
合
計

１
６
４
０
名

（
前
年
比
＋
40
名
）
を
計
画
。

【
学
校
へ
積
極
協
力
と
支
援
活
動
】

❶
同
志
社
大
学
へ
の
積
極
的
な
協
力

・「A
LL�D

O
SH
ISH
A
�2025

」

募
金
活
動
へ
の
協
力

・�

常
任
幹
事
を
軸
に
東
京
校
友
会
独

2018年度定時総会・評議員会レポート②
「2018 年度第 1 回評議員会

･ 定時総会」では、2017 年
度の活動報告と 2018 年度
の活動方針・活動計画の発
表がありました。

2018年度活  動方針・活動計画
２
０
１
８
年
度
活
動
計
画

【
活
動
方
針
】

通
常
会
員
及
び
特
別
協
力
会
員
の
増

強
と
名
簿
管
理
の
徹
底

❶
「
群
れ
る
機
会
」
づ
く
り

・�

新
規
会
員
の
増
強
と
名
簿
拡
充

で
、
会
員
相
互
の
交
流
機
会
を
つ

く
る
。

・
安
定
運
営
と
実
務
体
制
強
化
継
続

・�
第
20
回
「
春
の
集
い
」
記
念
大
会

を
成
功
さ
せ
る（
５
月
実
施
済
み
）

❷
大
学
・
校
友
会
本
部
と
の
連
動

・A
LL�D

O
SH
ISH
A
�2025

募
金
活
動
へ
の
積
極
的
な
協
力

・�

東
京
校
友
会
奨
学
金
制
度
の
継
続

（
関
東
甲
信
出
身
学
生
対
象
）

【
４
大
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
】

❶
第
20
回
同
志
社
東
京
春
の
集
い

・�

２
０
１
８
年
５
月
27
日
（
日
）
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で『
語
ろ
う
、

謳
お
う
、
我
ら
が
同
志
社
』
の
テ
ー

マ
に
て
実
施
。
千
玄
室
氏
（
裏
千

家
第
15
代
前
家
元
）
の
特
別
講
演

と
タ
イ
ム
フ
ァ
イ
ブ
の
ラ
イ
ブ

・�

本
年
度
当
番
年
１
９
７
４
年
、
84

年
、
94
年
、
２
０
０
４
年
卒

・
参
加
者
６
３
０
名
で
大
成
功
！

❷
碑
前
祭
・
講
演
会
・
午
餐
会

・
２
０
１
９
年
２
月
12
日
（
火
）

・�

文
化
事
業
開
催
と
午
餐
会
開
催

（
同
窓
会
東
京
支
部
と
の
共
催
）
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に
な
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
東

京
支
部
と
東
京
校
友
会
の
関
係
の
正

常
化
に
も
精
力
的
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
そ
れ
が
、
そ
の
後
、
京
都
に
お

け
る
校
友
会
本
部
と
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ

オ
ン
本
部
の
関
係
正
常
化
の
端
緒
と

な
り
、
ま
た
、
井
上
礼
之
校
友
会
会

長
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
会
長
）
に
よ
る

新
体
制
実
現
の
原
動
力
に
な
っ
た
こ

と
も
、忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

東
京
校
友
会
会
長
退
任
後
、
木
村

さ
ん
は
、
校
友
会
本
部
の
副
会
長
に

就
任
さ
れ
、
本
部
と
各
支
部
の
連
携

強
化
を
図
る
具
体
策
と
し
て
、
全
国

各
支
部
の
支
部
長
に
よ
る
「
支
部
長

会
議
」
の
常
設
や
各
支
部
に
対
す
る

本
部
か
ら
の
「
分
配
金
」
の
新
設
な

ど
の
実
現
に
向
け
て
、
多
大
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ

の
施
策
に
よ
り
、
文
字
通
り
本
支
部

一
体
の
体
制
が
現
実
の
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
と
校
友
会
の

関
係
の
緊
密
化
（
全
学
部
の
卒
業
生

に
対
す
る
終
身
会
費
の
代
理
徴
収
の

実
現
な
ど
）
に
も
、
大
い
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
会
が
、
大
学

　

東
京
校
友
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ

た
木
村
昌
平
さ
ん
が
、
去
る
７
月
21

日
、
75
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
１
９
６
７
年
文
学

部
を
卒
業
さ
れ
る
と
同
時
に
日
本
警

備
保
障
（
現
セ
コ
ム
）
に
入
社
さ
れ
、

２
０
０
２
年
４
月
に
同
社
の
代
表
取

締
役
、
２
０
０
５
年
４
月
に
取
締
役

会
長
に
就
任
さ
れ
、
同
社
の
発
展
に

多
大
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
校
友
会
と
の
関
係
で
は
、

２
０
０
７
年
１
月
か
ら
２
０
１
０
年

12
月
ま
で
の
二
期
（
４
年
間
）、
東

京
校
友
会
の
会
長
と
し
て
、
当
会
の

運
営
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
次
会
を
整

備
拡
充
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
、

２
０
１
０
年
の
「
春
の
集
い
」
か
ら
、

実
行
委
員
会
を
各
年
次
会
の
当
番
制

に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
木
村
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
が
組
織
の
強
化
に
つ
な

が
り
、
今
日
、
参
加
者
６
０
０
名
を

超
え
る「
春
の
集
い
」の
基
礎
と
な
っ

た
こ
と
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
当
時
、
必
ず
し
も
正
常
な
状
態

【
他
大
学
交
流
活
動
】

東
京
の
他
大
学
校
友
会
と
の
交
流
を

通
じ
、
企
画
運
営
に
生
か
し
活
動
幅

を
広
げ
る

❶
立
教
経
済
人
ク
ラ
ブ
と
交
流
拡
大

❷
早
稲
田
大
学
稲
門
会

【
広
報
活
動
計
画
】

重
要
テ
ー
マ
：
若
い
世
代
へ
の
情
報

発
信
を
ど
の
よ
う
に
強
化
す
る
か

❶
魅
力
あ
る
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

❷�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
充
実
強
化

❸
広
告
獲
得
活
動
の
積
極
展
開

【
事
務
局
活
動
計
画
】

引
き
続
き
、
事
務
局
機
能
の
強
化
と

円
満
運
営
を
継
続

❶�

渉
外
活
動
の
展
開
：
事
務
局
間
の

連
携
強
化

・�

同
志
社
校
友
会
本
部
と
の
連
携
業

務
の
強
化
：
大
懇
親
会
へ
の
参
加

（
２
０
１
９
年
３
月
19
日
、
京
都
）

・�

関
東
・
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
と

の
連
携
業
務
強
化

❷�

到
達
通
信
の
処
理
、
関
係
者
と
の

日
常
連
絡
／
諸
問
題
の
対
応

❸�

名
簿
維
持
管
理
：
更
な
る
会
員
増

加
へ
の
対
応

❹�

金
銭
出
納
お
よ
び
経
理
業
務
全
般

ル
ー
ル
の
徹
底
と
業
務
の
明
確
化

❺�

備
品
・
各
種
書
類
の
保
管
管
理
充

実
化

文
責
／
横
山�

徹（
71
年
・
工
）

木村昌平前会長
（第1回同志社校友会大懇親会）

満員の東京サテライト・キャンパス・セミナールーム

2018年度活  動方針・活動計画

【
追
悼
】木
村
昌
平
さ
ん（
前
東
京
校
友
会
会
長
）

現
実
に
即
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

文
　
結
城
哲
彦（
元
東
京
校
友
会
代
表
幹
事・58
年・法
）

の
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
一
角
に
事
務
所

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
大
学
と
校
友
会
の
連
携
強

化
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

セ
コ
ム
の
会
長
を
退
任
さ
れ
た
後

の
木
村
さ
ん
は
、
ご
令
室
と
ご
縁
の

深
い
栃
木
県
の
益
子
町
に
移
住
さ

れ
、
地
元
に
「
益
子
昌
平
塾
」
を
創

設
さ
れ
、
塾
長
と
し
て
、「
人
と
し

て
の
道
を
求
め
る
人
間
塾
」
を
主
宰

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

大
所
高
所
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
訃
報
に
接
し
、

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
禁
じ
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

必
ず
し
も
長
い
間
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
木
村
さ
ん
に
は
常
に

現
実
に
即
し
た
適
切
な
ご
指
導
を
賜

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
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同志社フェアin浜松が中部地区の
交流拠点で開催されました

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
感
動
の
喝

さ
い
！

　

浜
松
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
、
ア

ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
同
志
社
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
演
奏
会
」。
会
場
は
ほ

ぼ
満
席
（
１
，
０
０
０
席
）
状
態
で

開
演
。

　

ま
ず
は
、
松
岡
敬
学
長
の
挨
拶
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
続
い
て
、
大
き
な

拍
手
に
迎
え
ら
れ
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

と
な
り
ま
し
た
。

楽
器
博
物
館
の
見
学

　

翌
8
月
25
日
（
土
）
に
は
、
浜
松

市
が
世
界
に
誇
る
「
浜
松
市
楽
器
博

物
館
」
の
見
学
会
を
実
施
、
約
20
名

の
校
友
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
は
当
館
に
詳
し
い
浜
松
同

志
社
ク
ラ
ブ
の
阿
部
久
慶
会
長
。

　
「
世
界
各
地
か
ら
様
々
な
分
野
の

楽
器
が
揃
っ
て
お
り
、
今
や
世
界
一

級
の
楽
器
博
物
館
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
。
„
楽
器
の
ま
ち
＂
に
相

応
し
い
博
物
館
で
あ
る
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
で
唯
一
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

王
宮
音
楽
隊
の
ガ
ム
ラ
ン
一
式
を
取

り
揃
え
て
い
る
な
ど
大
変
珍
し
く
、

多
く
の
展
示
品
を
興
味
深
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

文
責
／
井
上�

護（
68
年
・
工
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）浜松市楽器博物館見学会にも多くの校友が

フ
ル
メ
ン
バ
ー
45
名
が
颯
爽
と
登
場

し
ま
し
た
。

　

同
志
社
ゆ
か
り
の
歌
「D

oshisha�
Song

」
に
始
ま
り
、
同
志
社
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
愛
唱
歌
な
ど
８
曲
。
休
憩
を

挟
ん
で
地
元
の
男
性
合
唱
団
「
オ
ー

ロ
ラ
」（
平
均
年
齢
73
歳
・
45
名
）

に
よ
る
「
我
が
人
生
に
悔
い
な
し
」

な
ど
、
力
強
い
歌
声
に
よ
る
４
曲
。

2018年8月24日（金）、「同志社フェアin浜松」が開催されました。浜松同志社クラブ創立
70周年記念としてグリークラブを招聘、その歌声が“楽器のまち”浜松に響きわたりました。

ブ
と
斉
唱

　

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
続
き
、
別

棟
の
プ
レ
ス
タ
ワ
ー
に
移
動
、
交
流

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
校
友
１
１
０
余
名
が
集

い
、
お
お
い
に
歓
談
す
る
中
、
校
友

で
あ
る
作
家
の
佐
藤
優
さ
ん
（
85

年
・
神
院
）
が
登
場
、
同
志
社
は

２
０
２
０
年
の
教
育
改
革
に
向
け
て

大
き
く
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
こ

と
や
、
学
長
と
の
対
談
書
籍
「
い
ま

大
学
で
勉
強
す
る
こ
と
」（
岩
波
書

店
刊
）
の
意
義
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
精
鋭
９
名
と
斉
唱
。

感
動
を
お
ぼ
え
な
が
ら
の
同
志
社
チ

ア
ー
で
名
残
を
惜
し
む
中
、
お
開
き

交流レセプション佐藤優さん（左）と松岡学長
　

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
に
グ
リ
ー
の
メ

ン
バ
ー
が
再
登
場
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

愛
唱
歌
「
雪
と
花
火
」（
４
曲
構
成
）

が
披
露
さ
れ
終
了
。
ア
ン
コ
ー
ル
の

拍
手
鳴
り
止
ま
ず
、
全
員
が
再
登
場

し
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
最
後
に
は
、

90
名
の
男
性
に
よ
る
「
浜
松
市
歌
」

が
力
強
く
、荘
厳
に
歌
わ
れ
ま
し
た
。

聴
衆
全
員
が
感
動
を
お
ぼ
え
る
中
、

万
雷
の
拍
手
、
拍
手
、
拍
手
で
終
演
。

同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
ふ
さ
わ
し

い
、
一
流
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

の
感
動
の
２
時
間
で
し
た
。

交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
グ
リ
ー
ク
ラ
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大谷實前総長を囲んで （東京サテライト・キャンパス）

し
て
「
小
学
校
の
開
設
」
が
あ
り
ま

し
た
。
一
貫
教
育
を
掲
げ
る
た
め
に

は
小
学
校
の
開
設
が
不
可
欠
で
し
た

の
で
、
総
長
就
任
早
々
に
、
小
学
校

推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
よ
う
や

く
２
０
０
６
年
に
岩
倉
に
開
校
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

一
方
、
過
密
状
態
の
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
真
ん
中
に
中
学
が
あ
り
ま

し
た
。
同
志
社
に
は
各
学
校
に
自
治

自
立
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
移

転
す
る
に
し
て
も
、
中
学
校
の
反
対

が
あ
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
夜
中
ま
で

中
学
校
の
教
職
員
と
団
交
を
行
い
ま

し
た
。「
中
学
校
の
移
転
が
大
学
の
生

き
残
る
道
で
あ
る
」
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
と
こ
ろ
、
校
長
が
「
投
票
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
投

票
の
結
果
、
な
ん
と
１
票
差
で
移
転

が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
２
０
１
０
年

に
岩
倉
に
移
転
し
た
中
学
校
、
小
学

校
と
高
校
は
、
約
５
千
人
の
生
徒
が

集
う
立
派
な
学
園
と
な
り
ま
し
た
。

同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

今
、
同
志
社
に
は
13
の
学
校
が
あ

り
ま
す
が
、
少
子
化
の
時
代
に
定
員

割
れ
も
し
な
い
で
、
む
し
ろ
応
募

者
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

２
０
１
４
年
に
は
良
心
館
、
志
高
館

も
で
き
ま
し
た
。
今
、
一
大
総
合
学

園
に
発
展
し
た
同
志
社
は
ハ
ー
ド
面

の
整
備
は
完
了
し
た
と
宣
言
で
き

ま
す
。

　

今
後
は
ソ
フ
ト
面
で「
良
心
教
育
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
磨
き
続
け
る

こ
と
で
、
関
西
の
雄
と
し
て
の
同
志

社
の
発
展
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

医
学
部
問
題
に
つ
い
て

　

最
後
に
何
故
、
４
期
ま
で
や
っ
た

の
か
を
お
話
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
学

園
の
中
に
古
く
か
ら
医
学
部
新
設
の

課
題
が
あ
り
、
校
友
会
も
新
設
す
べ

し
と
の
意
見
が
有
力
と
な
っ
た
こ
と

に
危
機
感
を
覚
え
た
か
ら
で
す
。
私

は
「
作
っ
た
ら
同
志
社
は
潰
れ
る
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
少
子
化
の
時
代

が
来
る
時
に
、
多
額
の
費
用
を
要
す

る
医
学
部
を
作
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
か
」
と
考
え
た
の
で
す
。
京
都
は

病
院
も
医
師
も
多
い
地
域
で
す
。
京

都
の
医
師
会
は
猛
烈
に
反
対
し
て
お

り
、
医
学
部
の
新
設
は
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
し
た
。
こ

の
判
断
は
正
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
驚
く
ほ
ど
同
志
社
出
身

の
大
企
業
の
社
長
が
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
皆
さ
ん
が
評
価
さ
れ

て
い
る
の
が
同
志
社
の
教
育
理
念
、

良
心
教
育
で
す
。総
長
３
期
目
か
ら
、

「
良
心
教
育
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

実
施
し
て
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で

の
先
生
が
議
論
す
る
よ
う
な
場
を
設

け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ハ
ー
ド

面
か
ら
ソ
フ
ト
面
へ
、
精
神
的
な
面

を
鍛
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

良
心
教
育
の
ブ
ラ
ン
ド
を
失
っ
た

ら
、同
志
社
は
た
だ
の
大
学
に
な
り
、

今
後
の
生
き
残
り
は
困
難
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

＊

文
責
／
作
村
満
明（
77
年
・
法
）

　
２
月
22
日
（
木
）、
東
京
サ

テ
ラ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

行
わ
れ
た
大
谷
實
前
総
長
の

「
特
別
講
演
会
」
の
連
載
全
３

回
、
今
号
で
最
終
回
で
す
。

大
谷 

實 

前
総
長「
特
別
講
演
会
」～
４
期
16
年
を
振
り
返
っ
て
～

同
志
社
の
き
の
う
、き
ょ
う
、あ
し
た（
下
）

校
友
会
を
新
体
制
へ

　

以
前
は
、
校
友
会
内
部
に
も
対
立

が
あ
り
、
総
会
を
開
く
に
も
運
動
部

の
学
生
を
呼
ん
で
警
備
に
あ
た
っ
て

も
ら
う
状
況
で
し
た
。
少
子
化
に
対

応
す
る
た
め
に
は
今
後
、
校
友
会
の

力
を
借
り
な
け
れ
ば
と
思
い
立
ち
、

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
ダ
イ
キ
ン

工
業
に
井
上
礼
之
会
長
を
訪
ね
、
校

友
会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
さ

に
そ
の
当
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
混
乱
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
井

上
会
長
を
お
訪
ね
す
る
こ
と
が
で

き
、
井
上
会
長
に
校
友
会
の
会
長
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
、
よ
う
や

く
校
友
会
の
新
体
制
が
で
き
た
の
で

し
た
。

小
学
校
開
設
と
中
学
の
移
転

　

同
志
社
に
は
30
数
年
来
の
課
題
と

大
谷 

實 

前
総
長「
特
別
講
演
会
」～
４
期
16
年
を
振
り
返
っ
て
～

同
志
社
の
き
の
う
、き
ょ
う
、あ
し
た（
下
）
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り
た
い
！
」
生
活
を
一
転
さ
せ
ま
し

た
。
学
校
帰
り
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
校

へ
通
い
、
球
団
の
マ
ス
コ
ッ
ト
ガ
ー

ル
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
ス

コ
ア
つ
け
や
実
況
の
練
習
の
日
々
。

　

そ
し
て
念
願
の
放
送
局
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
試
験
に
合
格
。
地
域
の
方
々

と
の
交
流
に
よ
り
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
私
の
目
標
や
ス
テ
ー

ジ
は
変
化
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
夢
を
叶
え
る
」
こ
と
か

ら
、「
誰
か
の
思
い
を
、
私
の
声
や
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
」
へ
と
。

　

フ
リ
ー
と
な
っ
た
今
も
、
地
方
局

に
い
た
時
と
同
じ
志
で
、
地
域
の

方
々
に
役
立
つ
情
報
を
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
地
域
貢
献

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
石
先
輩
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
再
会
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
次
の
「
目
標
」
を
伺
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ミ
ー
ハ
ー
女
子
大
生
が
出
会
っ
た

あ
る
憧
れ
の
先
輩
と
は
⁉

　

私
は
小
学
五
年
生
か
ら
の
夢
「
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
」
た
め
に
同
志

社
大
学
を
選
び
、
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ

ア
ト
ム
編
集
局
に
入
り
ま
し
た
。
特

に
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
に
憧
れ
ま

し
た
。
現
場
に
足
を
運
び
取
材
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
入
部
し
て
ま
も

な
く
、
衝
撃
的
な
出
逢
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

野
球
部
、
春
の
同
立
戦
特
集
で
、

な
ん
と
現
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
平
石

洋
介
監
督
代
行
の
記
事
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
高
校
野
球

フ
ァ
ン
の
私
は
、「
あ
の
Ｐ
Ｌ
対
横

浜
の
平
石
さ
ん
と
お
話
で
き
る
な
ん

て
！
」
と
す
っ
か
り
ミ
ー
ハ
ー
気
分
。

　

し
か
し
お
会
い
し
た
時
の
、「
現
状

で
は
満
足
で
き
な
い
。
プ
ロ
を
目
指

し
、
自
分
が
同
志
社
野
球
部
を
引
っ

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
、
さ
ら

　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

松
本
有
加（
経
済
学
部
卒
）

オ
フ
ィ
ス
キ
イ
ワ
ー
ド

地元神戸のオリックスブルー
ウェーブのマスコットガールとして

夢
か
ら
現
実
へ
と
な
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
言
葉

今
出
川
四
季

る
。
新
島
襄
先
生
の
伝
記
は
数
多
く

あ
り
、
ま
た
大
変
よ
い
も
の
も
あ
る

が
、
中
学
生
で
読
め
る
簡
単
平
易
な

も
の
が
容
易
に
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、

本
書
を
計
画
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
な
お
本
書
の
出
版
は
、
同
窓
同

信
の
友
砂
川
千
秋
氏
の
好
意
に
よ
っ

て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
表

紙
及
び
カ
ッ
ト
は
吹
田
草
牧
画
伯
の

麗
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
に

誌
し
て
両
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す

る
。
１
９
５
６
年
晩
秋
加
藤
延
雄
」

　

ま
た
当
時
の
同
志
社
総
長
の
大
塚

節
治
氏
が
次
の
よ
う
な
序
文
を
送
っ

て
褒
め
て
お
ら
れ
る
。

　
「
本
書
は
同
志
社
中
学
校
長
加
藤

延
雄
氏
が
多
年
中
学
生
の
た
め
に
講

ぜ
ら
れ
た
新
島
伝
を
印
刷
に
附
し
た

も
の
で
あ
る
。
略
伝
と
は
言
い
な
が

ら
、
新
島
先
生
の
生
涯
に
お
け
る
大

切
な
こ
と
は
殆
ど
も
れ
な
く
述
べ
て

あ
る
。

　

少
し
の
誇
張
も
な
く
、
り
き
み
か

　

同
志
社
中
学
入
学
時
の
校
長
は
、

ラ
イ
オ
ン
の
あ
だ
名
で
有
名
な
加
藤

延
雄
先
生
だ
っ
た
。
中
学
に
入
学
す

る
と
、
加
藤
先
生
か
ら
新
島
襄
先
生

の
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ

の
教
材
に
先
生
の
著
書
で
あ
る
「
新

島
襄
先
生
略
伝
」
が
使
わ
れ
た
。
著

書
の
跋
に
先
生
の
言
葉
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
本
書
は
著
者
が
多
年
同
志
社
の

学
生
に
、
新
島
襄
先
生
の
伝
記
を
教

授
す
る
に
当
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し

て
謄
写
刷
を
毎
年
造
っ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
毎
年
謄
写
す
る
こ
と
の
煩

わ
し
さ
と
、
素
人
謄
写
の
不
鮮
明
を

避
け
る
た
め
に
、
遂
に
印
刷
に
附
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
同
志
社
学
生
用
の
テ
キ
ス

ト
と
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
、
同
志

社
に
学
ぶ
学
生
諸
君
に
、
同
志
社
の

創
立
者
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し

だ
け
で
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
と
、

新
島
先
生
の
人
格
に
は
学
ぶ
べ
き
よ

い
点
が
多
く
あ
る
の
で
、
殊
に
熱
烈

な
愛
国
心
や
、
純
粋
な
信
仰
、
或
は

愛
の
精
神
は
我
々
の
学
ぶ
べ
き
も
の

で
、
若
い
生
徒
諸
君
に
は
よ
い
模
範

と
し
て
、
お
す
す
め
し
た
い
と
云
う

と
こ
ろ
か
ら
本
書
を
書
い
た
の
で
あ

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

その二十六

え
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
、
極
め
て

淡
々
と
し
た
叙
述
で
あ
る
が
、
新
島

先
生
の
真
髄
が
よ
く
画
き
だ
さ
れ
て

い
る
。

　

唯
に
中
学
生
に
と
っ
て
よ
き
読
物

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
、
更

に
一
般
人
の
読
物
と
し
て
も
値
う
ち

が
あ
る
と
思
う
。
真
正
の
民
主
主
義

が
治
く
国
民
の
生
活
に
し
み
わ
た
る

べ
き
時
に
当
り
、
身
を
以
て
そ
れ
を

実
行
し
た
新
島
先
生
の
伝
が
公
に
さ

れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
き

こ
と
で
あ
る
。
世
の
多
く
の
人
々
が

愛
読
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。」

　

こ
の
本
は
、
私
が
入
学
し
た
前
年

の
秋
に
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
教

材
と
し
て
使
っ
た
の
は
私
達
の
学
年

が
最
初
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

両
親
共
に
同
志
社
卒
の
同
志
社

フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
と
あ
る
こ
と
に
同
志
社
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
参
加
し
て
い
た
が
、
創
設
者

新
島
襄
先
生
の
こ
と
な
ど
全
く
知
ら

ず
、
と
い
う
よ
り
興
味
も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
教
材
を
使
っ
た
加
藤

先
生
の
教
え
は
大
変
分
か
り
易
く
、

そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
新
島
襄
先
生

の
生
い
立
ち
か
ら
同
志
社
設
立
の
経

緯
を
知
る
こ
と
に
な
り
、初
め
て
同
志

社
に
入
学
し
た
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

と
、改
め
て
父
の
い
っ
て
い
た
四
代
目

と
云
う
言
葉
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。

文
／
片
桐
　
陽（
67
年
・
工
）

連
　
載

コ
ラ
ム

な
る
高
み
を
目
指
す
ひ
た

む
き
な
姿
、
力
強
い
言
葉

に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た

の
で
し
た
。

　
ミ
ー
ハ
ー
女
子
大
生
か

ら
プ
ロ
を
目
指
す″
職
人
”

に
⁉

　
「
私
も
早
く
プ
ロ
に
な

加藤延雄先生の著書
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八
田
先
生
の
単
位
を
落
と
し
て
留
年

　

父
が
商
社
マ
ン
で
し
た
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
東
部
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
隣

の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
８
歳
半
ま

で
暮
ら
し
ま
し
た
。
当
時
は
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
影
響
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

治
安
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

高
校
は
甲
子
園
で
出
場
校
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
つ
女
子
高
生
で
お
な
じ

み
の
西
宮
高
校
（
市
西
）。
た
だ
、野

球
部
と
し
て
の
甲
子
園
出
場
は
無

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

同
志
社
で
は
経
済
学
部
で
す
が
、

実
は
一
年
留
年
で
の
卒
業
で
す
。
そ

れ
は
、八
田
英
二
先
生
の「
経
済
原
論

Ⅱ
」の
単
位
を
落
と
し
た
か
ら
。「
留

年
に
な
っ
た
」
と
父
に
報
告
し
た
ら

え
ら
く
叱
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
あ

と
「
と
こ
ろ
で
お
前
、何
学
部
や
？
」

と
い
う
こ
と
で
笑
い
話
に
。
で
も
、

今
、
そ
の
厳
し
か
っ
た
八
田
先
生
が

同
志
社
の
総
長
、
理
事
長
で
、
し
か

も
甲
子
園
大
会
で
い
つ
も
挨
拶
さ
れ

る
高
野
連
の
会
長
と
聞
い
て
、
不
思

議
な
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
は
榊
原
ゼ
ミ
。
先
生
は
家

系
が
住
職
さ
ん
で
、
こ
の
辺
も
同
志

社
の
自
由
な
校
風
な
ん
で
し
ょ
う
が
、

先
生
の
お
寺
で
ゼ
ミ
の
開
講
。
ま

さ
に
寺
子
屋
で
、
京
都
ら
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
西
宮
か

ら
通
学
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
下

宿
し
た
の
が
西
陣
。
こ
こ
も
実
に
京

都
ら
し
い
「
路
地
」
の
残
る
地
域
で

し
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
は
、
五
条
の
旧
花
街

の
何
軒
か
が
外
国
人
向
け
の
安
い
宿

に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
の
朝
食
の
世

話
、
掃
除
な
ど
を
や
り
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
帰
国
子
女
」
で
英
語
が
で

き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時

給
１
２
０
０
円
・
昼
食
付
き
は
当
時

と
し
て
は
高
給
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
は
英
語
研
究
会
、
Ｅ
Ｓ

Ｓ
の「
英
語
劇
セ
ク
シ
ョ
ン
」。
こ
れ

は
か
な
り
熱
心
に
や
り
ま
し
て
、
東

京
に
来
て
か
ら
も
同
志
社
ゆ
か
り
の

劇
団
名
「
煉
瓦
少
年
社
」
を
結
成
、社

会
人
劇
団
と
し
て
30
歳
近
く
ま
で
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
の
卒
論
が
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
産
業
の
経
済
的
側
面
」。
こ
の
辺

も
、
思
え
ば
今
の
仕
事
に
繋
が
る
萌

芽
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ア
ニ
メ
の
「
３
６
０
度
ビ
ジ
ネ
ス
」
を

　

就
職
活
動
は
順
調
で
、
１
９
８
８

年
に
ソ
ニ
ー
に
入
社
。
新
人
時
代
の

「
海
外
営
業
」
で
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
在
庫
管
理
。
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
数

を
万
単
位
で
数
え
て
ま
し
た
（
笑
）。

そ
の
後
、
ソ
ニ
ー
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
映

画
を
買
収
し
た
と
き
に
、
そ
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
社
内
公
募
が
あ
っ
て

「
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ
」に
入
る
ん
で

す
が
、
直
接
的
に
は
こ
れ
が
現
在
の

仕
事
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

そ
こ
か
ら
当
時
の
大
賀
典
雄
社
長

の
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
よ
う
に
コ
ロ
ン

ビ
ア
映
画
で
も
ア
ニ
メ
を
や
る
が
、

日
本
独
自
の
ア
ニ
メ
も
や
ろ
う
」
と

い
う
方
針
に
応
え
て
、
新
設
さ
れ
た

ソ
ニ
ー
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
で
ア
ニ
メ
の
世

界
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
１
９
９
５
年
、
30
歳
過
ぎ
の
頃

で
す
ね
。
も
と
も
と
ア
ニ
メ
お
た
く

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
作
品
を
始
め
日
本
ア
ニ
メ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
は
感
じ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
制
作
だ
け
で
な
く
権
利

管
理
も
含
め
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
に
携
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
グ

ル
ー
プ
に
移
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ

と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
融
合
を
求
め
て
、と

い
う
こ
と
で
す
ね
。エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
グ

ル
ー
プ
が
音
楽
・
ア
ニ
メ
・
デ
ジ
タ
ル

領
域
に
注
力
す
る
中
、私
ど
も
の
エ
イ

ベ
ッ
ク
ス
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
は
15
年
に

「
お
そ
松
さ
ん
」
と
い
う
大
ヒ
ッ
ト
を

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
提
案
し
た
一
番
目
、二
番
目
の

企
画
で
は
な
く
、三
番
目
の
も
の
だ
っ

た
の
を
私
が
選
ん
だ
と
い
う
の
が
自

慢
で
す
が
（
笑
）、
新
作
で
ヒ
ッ
ト
を

出
す
、そ
し
て
そ
う
し
た
ヒ
ッ
ト
作
を

権
利
、配
信
な
ど
「
３
６
０
度
ビ
ジ
ネ

ス
」で
ど
う
最
大
化
さ
せ
る
か
。
私
は

こ
の
二
つ
を
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

＊

文
責
／
谷
村
和
典（
72
年
・
文
）

　
オ
ジ
サ
ン
た
ち
で
も
知
っ
て
い
る
「
お
そ
松
さ

ん
」
な
ど
ア
ニ
メ
の
ヒ
ッ
ト
作
を
連
発
す
る
エ
イ

ベ
ッ
ク
ス
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
。
南
青
山
の
エ
イ
ベ
ッ

ク
ス
ビ
ル
の
、創
造
力
を
刺
激
し
て
く
れ
る
ユ
ニ
ー

ク
さ
溢
れ
る
オ
フ
ィ
ス
で
、「
直
感
で
決
め
て
い
る

こ
と
は
何
も
な
い
」
と
語
る
勝
股
社
長
で
し
た
。

エイベックス・ピクチャーズ株式会社　代表取締役社長
勝股英夫さん 1988 年（昭和 63 年）経済学部卒

1964 年生まれ　兵庫県西宮市出身　1988 年 4 月ソニー株式会社入社　
1995 年ソニーピクチャ－ズエンタテインメントジャパン　出向　2010 年
アニプレックス代表取締役　2012 年エイベックス・エンタテインメント
株式会社映像制作本部副本部長　2017 年 1 月株式会社エイベックス（グ
ループ執行役員）　同年 4 月より現職

何が「当たる」か、誰も分からないけれど

先日、学生演劇の拠点だった場所を訪ねてきました
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昨
年
行
わ
れ
た
大
学
選
手
権
で
準

優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
ラ

ク
ロ
ス
部
女
子
。
そ
の
反
面
決
勝
で

の
２

－

12
と
い
う
結
果
で
優
勝
校
慶

応
大
と
の
差
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
か

ら
９
か
月
。
新
体
制
と
な
っ
た
彼
女

た
ち
の
「
今
」
に
迫
っ
た
。

吉
田
組
・
始
動

　

今
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、
選
手
層
の

厚
さ
だ
。
全
回
生
が
メ
ン
バ
ー
入
り

し
、
学
年
に
関
係
な
く
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
。
飛
び
抜
け
た
選
手
が

い
な
い
分
、
誰
か
に
頼
る
こ
と
な
く

自
ら
の
プ
レ
ー
に
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
も
今
年
の
チ
ー
ム

の
特
徴
だ
と
主
将
・
吉
田
（
文
４
）

は
語
っ
た
。
攻
撃
陣
は
、„
み
ん
な
で

作
る
Ａ
Ｔ
＂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
内
海

（
経
４
）
が
一
人
一
人
に
考
え
る
機
会

を
与
え
、「
全
員
で
点
を
取
り
に
行
く
」

と
い
う
意
識
が
根
付
く
よ
う
な
チ
ー

ム
作
り
を
進
め
て
き
た
。
一
方
の
守

備
陣
は
、
„
奪
う
Ｄ
Ｆ
＂
を
目
指
し
、

大
西
（
社
４
）
の
厳
し
く
も
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
で
、
攻
め
気
の
あ
る
Ｄ

Ｆ
陣
作
り
を
進
め
て
き
た
。

初
の
全
国
制
覇
へ

　

関
西
で
圧
倒
的
強
さ
を
誇
る
関
学

大
や
、
昨
年
大
差
で
敗
れ
た
慶
応
大
。

二
校
共
に
ゴ
ー
ル
へ
の
執
念
が
強
く
、

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
組
織
全
体
で
の

守
り
も
強
い
。
そ
の
た
め
、
今
年
は

革
新
的
な
こ
と
を
行
っ
た
。
関
東
と

は
ボ
ー
ル
の
取
り
方
や
シ
ュ
ー
ト
の

仕
方
か
ら
違
う
た
め
、
プ
レ
ー
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
新
し
く

関
東
遠
征
も
行
っ
た
。
ま
た
３
年
生

を
中
心
に
、海
外
の
プ
レ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
部
員
全
員
に
共
有
し
た
。
そ

の
結
果
、
昨
年
関
西
準
優
勝
校
の
関

西
大
に
13

－

３
と
圧
倒
的
な
力
の
差

を
見
せ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
大
注
目
の
ラ
ク
ロ
ス
部
女

子
。
そ
こ
で
注
目
選
手
を
吉
田
に
聞

い
た
。「
ま
ず
は
同
期
の
土
居
（
ス

ポ
４
）。
ゴ
ー
ル
へ
の
ス
ピ
ー
ド
が

本
当
に
早
い
。
あ
と
は
、
ド
ロ
ワ
ー

の
福
地（
経
２
）と
井
田（
ス
ポ
１
）。

２
人
と
も
取
り
切
り
が
す
ご
く
い
い

で
す
。最
後
に
ゴ
ー
リ
ー
の
竹
本（
ス

ポ
３
）。
Ｄ
Ｆ
が
も
う
一
人
増
え
た

み
た
い
な
。
声
か
け
も
細
や
か
で
、

ゴ
ー
リ
ー
の
仕
事
以
上
の
働
き
を
し

て
く
れ
る
の
が
彼
女
で
す
」
と
答
え

て
く
れ
た
。

　

昨
年
関
西
を
代
表
し
て
全
国
に
進

出
し
て
か
ら
早
９
か
月
。
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン“N

o�Lim
it”

が
浸
透
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
限
界
を
決
め
ず

に
挑
戦
し
続
け
て
き
た
。
創
部
初
の

日
本
一
を
目
指
し
、
走
り
続
け
る
。

辰
己�

琴（
商
・
３
年
）

サ
ッ
カ
ー
部
　
第
71
回
立
教
大
学
定
期
戦

　

８
月
18
日
（
土
）
に
同
志
社
大

学
・
立
教
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
第
71

回
定
期
戦
が
行
わ
れ
た
。
酷
暑
が
続

い
た
中
、
当
日
は
湿
度
も
低
く
最
高

気
温
も
30
度
に
届
か
な
い
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

ま
ず
は
、
午
前
中
に
Ｂ
戦
が
あ
り

非
常
に
拮
抗
し
た
試
合
で
あ
っ
た

が
、
後
半
に
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
か
ら
立

教
大
学
が
先
制
ゴ
ー
ル
を
入
れ
、
そ

を
持
続
し
、
ボ
ー
ル
キ
ー
プ
率
は
同

志
社
大
学
を
上
回
っ
て
い
た
よ
う
に

思
う
。

　

今
後
は
、
立
教
大
学
の
一
部
昇
格

と
同
志
社
大
学
の
一
部
定
着
を
目
標

に
、夢
の
舞
台
「
大
学
選
手
権
決
勝
」

で
再
会
す
る
事
を
誓
い
、
非
常
に
盛

り
上
が
っ
た
定
期
戦
で
あ
っ
た
。

文
責
／
小
山
利
喜（
77
年
・
経
）

写
真
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）サッカー部　東京遠征メンバー

立
教
大
学
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
勝
利
！

の
ま
ま
逃
げ
切
り
１
対
０
で

立
教
大
学
の
勝
利
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
Ｏ
Ｂ

戦
で
は
、
両
チ
ー
ム
年
齢
を

感
じ
さ
せ
ぬ
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
プ
レ
ー
で
、
こ
の
試
合
も

両
者
一
歩
も
譲
ら
ぬ
展
開
で

し
た
が
結
果
は
２
対
１
で
立

教
大
学
の
勝
利
。

　

午
後
か
ら
は
、
メ
イ
ン
の

Ａ
戦
が
行
わ
れ
結
果
は
ス
コ

ア
レ
ス
ド
ロ
ー
で
Ｐ
Ｋ
戦
に

な
り
同
志
社
大
学
の
勝
利
と

な
っ
た
。
特
に
、
Ａ
戦
に
お

い
て
は
春
の
リ
ー
グ
戦
で
二

部
二
位
の
立
教
大
学
が
好
調
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創
業
以
来
、
世
界
に
冠
た
る
多
様

性
を
持
っ
た
中
国
料
理
の
価
値
や
文

化
を
日
本
に
伝
え
続
け
て
き
た
「
銀

座
ア
ス
タ
ー
」。

　

今
回
は
、
店
舗
41
店
、
デ
リ
カ

シ
ョ
ッ
プ
12
店
を
展
開
す
る
業
界
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
け
ん

引
す
る
池
田
勝
男
常
務
取
締
役
（
79

年・商
）に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
み
な
ら
ず
、
本
場
で
も
中

国
料
理
の
多
国
籍
化
・
簡
便
化
が
進

む
昨
今
、
し
っ
か
り
と
本
場
に
学
ぶ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
が
ら
も
、
日

本
人
の
繊
細
な
感
性
を
大
事
に
し

て
、「
日
本
人
の
日
本
人
に
よ
る
日

本
人
の
た
め
の
中
国
料
理
」
を
発
信

し
て
き
た
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」。

　

本
場
中
国
で
も
日
本
の
食
材
や
繊

細
な
盛
り
付
け
を
取
り
入
れ
る
店
舗

が
増
え
て
お
り
、
自
信
を
持
っ
て
世

界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
意
気
軒

昭
和
元
年
創
業
、中
国
料
理
の
老
舗
中
の
老
舗

「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」が
新
業
態
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
９
月
25
日（
火
）、伝
統
を
ふ
ま
え
た
本
店
の
味
わ
い
を
残
し
な
が
ら
、

時
代
に
合
わ
せ
て
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
ヘ
ル
シ
ー
に
新
し
い
中
国
料
理
を
ご

提
案
す
る
「
草
　
日
本
橋
」
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

カジュアルでヘルシーなメニュー

池田勝男常務取締役

昂
で
す
。

　

そ
の
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」
が
、＂

よ

り
気
ま
ま
に
風
雅
に
＂
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
「
草　

日
本
橋
」
を
オ
ー
プ
ン
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
美
容
・
健
康
コ

ン
シ
ャ
ス
メ
ニ
ュ
ー
や
、
お
一
人
で

も
楽
し
め
る
コ
ー
ス
も
ご
用
意
。

　

独
創
的
で
新
し
い
中
国
料
理
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
同
社
は
、
東
洋
大
学
発
表

の
女
性
活
躍
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
企
業

団
体
ラ
ン
キ
ン
グ
）
で
有
名
大
企
業

を
押
さ
え
て
堂
々
第
２
位
を
獲
得
。

　

池
田
郁
社
長
（
池
田
氏
夫
人
）
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
女
性
メ

ン
バ
ー
が
女
性
ら
し
い
き
め
細
や
か

な
心
配
り
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子

が
随
所
に
窺
わ
れ
、
す
ば
ら
し
い
社

風
を
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
の
女
性
比
率
が
全
店
平
均

で
70
％
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
。

　

年
次
会
や
各
種
会
合
、
ご
家
族
で

の
会
食
な
ど
、
個
性
溢
れ
る
各
店
舗

を
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年
・
経
）

写
真
／
仁
藤
正
平（
78
年
・
商
）
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❺

【
好
評
連
載
】

「草　日本橋」
■住所：東京都中央区日本橋 2-5-1　日本橋髙島屋 S.C. 新館 6 階
■電話・予約：03-5542-1185　FAX：03-5542-1187
■営業時間：11:00 ～ 22:00（L.O. 20:30）
■定休日：日本橋髙島屋 S.C. に準ずる
■席数：104 席 / 個室：2 室（室料：5,000 円（税別）～）
■宴会席数：最大 40 名様
■アクセス：JR 東京駅八重洲北口徒歩 5 分、東京メトロ銀座線・

東西線日本橋駅 B4 出口直結、都営地下鉄浅草線日本橋駅徒歩 4 分
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特
別
講
演
会
レ
ポ
ー
ト

　
な
ぜ
Ｉ
Ｔ
は
「
創
造
と
い
う
名
の

破
壊
」
を
実
現
で
き
る
の
か
？

　

去
る
７
月
18
日
（
水
）、
47
名
の
校

友
と
立
教
経
済
人
ク
ラ
ブ
か
ら
も
３

名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、特
別
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

講
師
は
、
Ｉ
Ｔ
先
端
企
業
ア
ラ
ラ

株
式
会
社
取
締
役
最
高
執
行
責
任
者

の
井
上
浩
毅
さ
ん
（
90
年
・
経
）。「
な

ぜ
Ｉ
Ｔ
は
『
創
造
と
い
う
名
の
破
壊
』

を
実
現
で
き
る
の
か
？
」と
い
う
テ
ー

マ
で
刺
激
的
な
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

　

現
在
、
①
他
人
と
の
情
報
共
有
の

た
め
の
技
術
と
コ
ス
ト
、②
情
報
の
保

存
と
出
し
入
れ
の
技
術
と
コ
ス
ト
、に

大
変
化
が
起
こ
っ
て
い
て
、そ
れ
が
起

因
し
て
、す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
社
会
を

変
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。

　

ア
マ
ゾ
ン
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
メ
ル

カ
リ
な
ど
は
、す
で
に
一
般
化
し
て
い

る
が
、さ
ら
に
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
が
登
場
し
て
く
る
。

す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

秋
高
し
人
み
な
最
後
は
一
人
旅	

黒
田
満
紀
子

　

た
と
え
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ン
タ

ル
の
「
エ
ア
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」
は
す
で

に
若
い
女
性
の
間
で
は
話
題
に
な
っ

て
い
る
し
、
日
本
に
は
ま
だ
な
い
が
、

新
た
な
保
険
の
形
で
あ
る
Ｐ
２
Ｐ
保

険
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
利

用
し
た
、
金
融
を
自
由
に
す
る
中
央

な
き
投
資
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
Ｆ
ｕ

ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ｅ
ａ
ｍ
」
な
ど
も
広
が
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
創
造
的
破
壊
」
が

ど
ん
ど
ん
起
こ
っ
て
く
る
世
界
で
、よ

り
多
く
の
人
々
に
有
益
で
価
値
の
あ

る
も
の
に
導
く
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
意

気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
井
上
さ
ん
の
活
躍
に
「
乞

う
ご
期
待
」
で
す
。

文
責
／
青
木
重
之（
78
年・経
）

　
昨
日
は
夏
、
そ
し
て
今
は
秋
。

　
い
つ
も
の
夏
よ
り
数
等
暑
か
っ
た
今
年
。
そ
れ
も
も
う
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　
高
い
高
い
秋
空
。
そ
の
下
を
独
り
旅
す
る
覚
悟
。
季
語
秋
高
し
。

（
選
評
・
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

井上浩毅さん

　

今
号
の
巻
頭
記
事
は
、
定
時
総
会

･

評
議
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　

今
年
度
の
活
動
計
画
に
は
、
大
学

や
校
友
会
本
部
と
の
連
携
に
よ
る

「A
LL　

D
O
SH
ISH
A

　

2025

」
募

金
活
動
の
推
進
や
他
大
学
と
の
交
流

と
い
っ
た
新
し
い
テ
ー
マ
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

定
時
総
会･

評
議
員
会
、
同
志
社

フ
ェ
アin

浜
松
、サ
ッ
カ
ー
立
教
定
期

戦
な
ど
の
記
事
で
は
、誌
面
に
制
約
が

あ
る
た
め
に
、僅
か
の
写
真
し
か
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
とFacebook

に
は
写
真
を
た
く
さ

ん
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、そ
ち

ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
責
／
新
田
博
伸（
77
年
・
法
）

編
　
集
　
後
　
記

「
特
別
協
力
会
員
の
集
い
」の
ご
案
内

日
時
：
11
月
13
日
（
火
）

17
：
30
受
付

18
：
00
～
21
：
00

会
場
：�

同
志
社
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト・

キ
ャ
ン
パ
ス　

セ
ミ
ナ
ー
室

会
費
：
１
０
，
０
０
０
円

「
同
志
社
創
立
１
４
３
周
年
記
念
リ

ユ
ニ
オ
ン・
同
志
社
大
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１
８
」の
ご
案
内

日
時
：�

11
月
11
日
（
日
）
10
：
00
～

16
：
30

会
場
：�

同
志
社
大
学　

今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス

■
リ
ユ
ニ
オ
ン

・
開
会
式　

女
子
大
学
栄
光
館

10
：
00
～

■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

・
松
岡
学
長
講
演

・
新
島
旧
邸
見
学
ツ
ア
ー

・
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

・
同
志
社
校
友
会
一
日
県
人
会

・
同
志
社
同
窓
会
い
っ
ぷ
く
ど
ー
ぞ

・
野
点　

な
ど

（
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

「
東
京
ク
ロ
ー
バ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
60
周

年
記
念
演
奏
会
」の
ご
案
内

日
時
：
11
月
17
日
（
土
）

13
：
00
開
場　

13
：
30
開
演

会
場
：
紀
尾
井
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
：
１
，
５
０
０
円

文
責
／
岩
崎
英
夫（
83
年・法
）
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